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室
町
期
の
荘
園
領
、
王
と
農
民

|
|
山
科
家
領
を
中
心
と
し
て
|
|

田

立荷

泰

子

は

し

が

き

中
世
後
期
|
|
南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
期
を
「
大
名
領
国
制
社
会
」
と
と
ら
、
え
る
か
、
前
期
と
と
も
に
一
貫
し
て
「
荘
園
制
社
会
」

沈
把
握
す
る
か
で
、
大
き
な
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
が
、
現
在
の
中
世
後
期
研
究
状
況
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
戦
国
期
に
お
け
る
室
町
幕
府
の
存
在
を
究
明
さ
れ
た
今
谷
明
氏
は
、
三
好
氏
に
至
る
ま
で
そ
の
戦
国
大
名

化
を
阻
み
続
け
た
の
は
、
室
町
幕
府
の
背
後
に
あ
っ
て
そ
れ
を
支
え
た
荘
園
領
主
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う

な
室
町
・
戦
国
期
を
荘
園
制
社
会
と
す
る
意
見
が
、
こ
の
期
の
特
質
を
と
ら
え
る
の
に
最
も
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
荘
園
領
主

と
し
て
最
も
一
般
的
な
公
家
の
う
ち
、
山
科
家
を
素
材
と
し
児
考
察
す
る
こ
と
を
主
要
な
課
題
と
し
て
い
る
。
室
町
期
、
特
に
戦
国

期
の
「
荘
園
制
し
と
は
い
っ
た
い
何
か
、
本
年
貢
体
制
の
残
存
と
い
う
鋭
い
指
摘
を
含
め
て
、
広
く
そ
の
実
態
の
究
明
が
、
改
め
て

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
応
仁
・
文
明
以
後
を
、
主
た
る
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
第
一
階
梯
と
し
て
、
室
町
期
の
山
科
家
領
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



山
科
家
の
記
録
を
ひ
も
と
く
と
、
室
町
期
の
も
の
と
し
て
は
『
教
言
卿
記
』
・
司
教
興
卿
記
引
が
あ
り
、
応
永
十
二
年
五
月
か
ら
、

応
永
サ
四
年
七
月
ま
で
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
応
永
期
の
山
科
家
に
は
、
名
字
地
と
称
さ
れ
る
山
科
郷
を
は
じ
め
と
し
て
、
表

一
了
表
コ
一
に
み
え
る
各
庄
園
か
ら
貢
納
物
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
判
明
す
る
家
領
約
四

O
ヵ
所
の
う
ち
二

O
ヵ
所
で
、
約

半
数
に
減
少
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
科
郷
か
ら
と
そ
の
他
の
各
庄
園
か
ら
の
貢
納
物
に
分
け
、
収
納
状
況
を
み
た
の
が
表
一
・

表
二
で
あ
る
。
山
科
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

山
科
郷
か
ら
の
貢
納
物
は
①
番
士
そ
の
他
の
人
夫
、
②
年
貢
米
、
③
畠
料
足
、
草
料
足
等
の
銭
納
、
@
特
産
口
問
・
食
料
品
の
現
物

納
(
鶏
、
岩
な
し
、
ぴ
わ
、
柚
、
竹
、
大
一
世
、
栗
等
)
、
⑤
そ
の
他
御
供
等
に
分
け
ら
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
応
永
十
四
年
二
月
、
北

山
殿
肉
石
清
水
社
参
供
奉
の
た
め
の
人
夫
や
、
応
永
十
六
年
四
月
に
番
土
と
し
て
二
人
ず
つ
東
庄
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
徴
発
さ
れ

て
い
る
も
の
を
指
す
。
ま
た
応
永
十
三
年
十
月
十
九
日
|
|
市
四
日
に
大
宅
郷
と
野
村
・
北
方
か
ら
交
替
で
毎
日
二
人
ず
つ
の
宿
直

人
夫
が
、
十
一
月
に
も
東
庄
か
ら
木
切
二
人
が
百
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
荘
国
領
主
の
恋
意
的
夫
役
徴
発
が
許
き
れ
る
段
階
に

室町期の荘園領主と農民

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
年
貢
米
は
応
永
十
四
年
に
は
計
三
十
二
石
一
斗
八
升
四
勺
四
才
、
十
五
年
に
は
二
十
三
石
四
斗
、
十
六
年
に
は
十
五
石
九
斗
七

升
(
但
し
七
|
十
月
欠
)
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
十
四
年
は
「
当
年
天
下
大
損
亡
刊
と
い
わ
れ
た
不
作
の
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
数

値
を
み
る
と
毎
年
平
均
三
十
石
前
後
が
山
科
か
ら
納
入
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

米
に
比
べ
て
③
料
足
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
草
料
足
(
四
月
九
月
)
月
三
七

O
文
と
、
夏
畠
料
足
一
貫
五
古
文
、
秋
白
田
料
足
二
貫

文
程
度
が
、
定
例
の
賦
課
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
応
永
十
四
年
に
は
合
計
二
貫
六
一

O
文
が
、
十
五
年
に
は
五
貫
八
七
三
文
が
納

め
ら
れ
て
お
り
、
十
六
年
に
は
、
毎
年
草
科
足
の
入
る
七
!
十
月
が
欠
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
企
く
納
入
さ
れ
て
い
な
い
。

④
山
科
の
特
産
物
で
あ
る
竹
は
、
毎
年
正
月
に
三
強
打
竹
三
十
本
分
計
百
二
十
本
が
届
け
ら
れ
、
九
月
の
栗
と
と
も
に
一
部
が
禁

裏
に
進
納
さ
れ
て
い
る
。
鶏
、
岩
な
し
、
ぴ
わ
、
や
ま
も
も
、
大
豆
等
は
山
科
家
の
食
料
や
進
物
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
米
等
現
物
の
貢
納
量
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
の
か
、
買
米
、
買
大
豆
、
買
茶
が
な
さ
れ
て
い
る
。
応
永
十
三
年
の
場
合
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表一 応永14・15・16年、山科郷からの貢納物

月 応永 14 年 応、永 15 年 応永 16 年

1月
三笠打竹30本分12日本、中こ 三E主打竹30本分120本、中こ
み 1荷 み柴11¥布、鶏

2月 人夫

3月
鶏2羽(野村・ l田宮川原)、
米2俵 〔閏3月〕茶20袋(竹鼻)

4月
岩なし 2鏡、 買茶、年貢( 番者2人(東日:)、番士2人

(大宅)、ひjフl荷

5月 ひ1ヲ、草料足370文(4月分) 草科足370文

6月
やまもも l荷、草料足370文 草料足370文
( 5月分)

7月
夏畠分l貫文、盆米5升、 草料足370文(6月分)、畠料 〔欠〕
なす3箆 足1貫文、役供米

草用途370文(7月分)、米2 〔欠〕 〔欠〕
8月 斗9升(石窪・竹谷去年未|
進分)、畠用途5∞文

9月 栗、 l石(供i曽田去年未進) 〔前半欠〕 〔欠〕

2 .'{-2升4合(念仏国去年 2依(うち餅1あり、東庄)、 〔欠〕
未進)、柚70、2駄、俵10、 2駄(東庄)、俵1余(去年

10月
2石5斗(供俗図)、俵10 未進岩窪・竹谷)、 5駄(俵
(東庄) 10、東庄)、依3 (供i曽田)、

草銭，463文(東庄9月分)、 2
石7斗、5駄(侠10、北方)

依10( 5斗入、供僧田)、御 3依(東日:)、俵1O(供僧回)、 1 b(供l曽田)、買米3依(東
供一膳、 2石4斗(北方)、 3駄(東庄)、 2駄(東庄)、 庄)、 1石(供僧回、俵2)、
御供ー膳、 3石(岩窪・竹 2駄(供僧団)、 1駄 (2俵、 4駄(f剤、北方)、年貢(岩

11月 谷)、 1石(岩窪)、 2石l斗 北万)、貿米3貰分、 1駄(東 窪、竹谷)、 1石2斗(東庄)、
6升I合4勺4オ(供僧田)、 1 庄)、 9斗(俵3、東庄)、 1右手 l石8斗(岩窪・竹谷)、買
石2.'{-5升5合(供l曽図去 5斗 (5依、東庄)、番者2人 米6斗、買大豆6斗、草田
年未進)、 9斗(東庄) 土貢3石1斗71十

秋畠大豆5斗、買大豆6斗、 秋高年貢2貿3∞文(1貫は 1石24-(俵4、北方)、買米
買米1石2斗、2石8ヰ(草 大lij.ffi上、 300文は小豆進 1石8斗(俵6、東庄)、 1石

12月
回)、買米1石2牛、同1石 上)、買米1石4升余(代2 5斗(依3、供(曽田)、 9斗
2.'十、 祝官庁 貫530文)、畠年貢1貫文(東 (依3、東庄)、 1石2斗(依

庄) 4、東庄)、 ut(依2、供1曽悶)、
買米H:i(俵3余、東庄)

米 32石1ヰB升4勺4オ、 米 23石q-、 米 15石9斗7升、

計
料iE 2貫610文、 料足 5貰873文、 料足なし、
買米 3石6斗、 買米 5貫530文分、 買米 4石3牛、
買大豆 6斗、 買茶 買大豆 6斗、
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室町期の荘園領主と農民l

表ニ 応、永14年・ 15年、山科以外の詣荘園からの貢納物

応永 14 年 応永 15 年

所 在 代銭 米 その他 代銭 米 その他

71<.回持!p 243貫 染折革 3枚、 くるみ
1合

53貫

岩部郷 42.5 66.3 ろうそく 2

居都庄下村 12.5 白魚折 2.5 

下揖保庄 70 長夫、人夫2 43 長夫

23.5石
節合夫長東人m子夫、供、2紙皮餅人節O2偉合別:2m供帖糊、合ギ餅そ年本人42集物0夫/:!合i4仕、2 f 〕

万神別鯛石祭2米物0銭、布長代夫2、00j度、

細川庄 75.5 57.5 6石2斗
at 

樽二支替な1002節支5季、餅、綜物、 樽樽5二00支支替、4盆00供支米、、
小塩保 1石1斗2升

28把、す
柿、500支、

長問庄 藁213束 藁120束

七 条 2斗 1斗5升

鳥羽庄 (年貢) (土貢)

人夫5人葉、綜325把、 人夫、盆供人米夫、蓮
河(芙御厨 6 2斗5升 長夫、な蓮 00枚、 5 

葉250枚、
瓜、す50

三F 野' 鶏 1

今回宮 6 小樽2000支 3.150 
小り5樽回)2000支納、(他に
評、役の入あ

菅 }甫

梅緋極31古、鯛 1 袋懸、 茶50袋
茶30

石崎庄 10 腐小1、このわた30
桶塩、人夫、荒巻
2、守f2

信漫五ケtt 10 10 
差 1合、ろうそく
1合

革手郷 129 95.5 (貿米8駄) 以(買大豆2駄)、紙下土産

久得郷 5 

西 担E (年貢) 10 

計 609.5 26石2斗7升 (1駄=6斗として) 345. 950J 6石3斗5ft. (他に買米あり)
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表三 応、永13-16年、諸庄園からの貢納物(品目)

戸片 在 貝 納 物

水田郷 代銭、 i菜、鹿皮、くるみ
{蒲中

~部郷 代銭、ろうそく

備前 居都度下村 代銭、白魚

下揖{果庄 代銭、人夫

播磨
米、代銭、人夫、盆米公事物、餅、神祭物、干鯛、菓子、鰐荒巻、

細川庄
ろう、紙

丹波 ノj、塩保 米、樽、節供物、焼米、綜、なす、麦、餅、柿、材木

長岡庄 藁

山城 七 条 米

鳥羽庄 米、餅

河内 河{芙御厨 代銭、人夫、節供物(蓮菜、瓜、なす)、綜

平 野 鶏

今西宮 鶏、代銭、小樽

近江 管 I甫 びわ

紀伊 石橋注 人夫、茶、荒巻、塩引、鯛、餅、腐、このわた、桶、梅権

{言 i農 {言i農五ケ庄 代銭、差、ろうそく

革手郷 米、代銭、(買米)、人夫、紙以下土産

美濃
久得持!p 米、代銭、大豆

遠江 西 知F代銭、絹、子栗紙袋
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室町期の荘園領主と農民

表岡 山科家の高利貸利用

年月日 銭 主 {昔 用 返 済

12. 7. 26 裏築蔵 (10貫文を預ける)

8. 11 今出川あての土倉 15貫(作事のため、質物は
裏松より借りる)

13. 12. 23 ? 13賞(中間等給分残下行の
ため)

14. 2. 1 退蔵庵 3貫(機銭)

14目 12目 6 郡高1]寺 20貫文(利貫加150文)

14. 12. 13 (郎副寺口入) 10貫文(利平貫5)1]150文) 応永15年2月16日、11貢500
文として返却

14. 12. 15 常開国l寺 30賞文(利貫別40文) 応永15年2月17EjlO貫返却、
(11貫200文として)、残りは
15年3月4日22貫 400文と
して返弁

14. 12. 29 (市阿リ寺口入{昔物) 20貫文

15. 2. 17 盛者日開 50貫

15. 11.晦 吊Lli主寺 20貫(利貫5)IJ月40文、明年 応永16年2月9目、 20貫と
2月中に本利とも返す) 利分2貫400文を返弁

16. 2. 16 級副寺 5貫と利500文

16. 5. 20 締冨1]寺 10貫文

6目 3 盛都問 10貫文

12. 15 常徳院{曽 30貫文 12月29日水回郷年貢20賞内
10貫500文を返済にあてる。
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米
は
十
月
、
十
一
月
初
旬
に
一
石
八
斗
が
五
貫
文
で
あ
っ
た
が
、
十
一
月
末
に
は
一
石
九
斗
五
升
が
十
貫
文
で
あ
如
、
応
永
十
五
年

に
は
一
石
四
升
余
が
に
貫
五
三

O
丈
ど
暴
落
し
て
い
る
。
米
価
変
動
の
激
し
き
が
知
ら
れ
る
。
買
米
は
山
科
家
当
主
が
家
可
(
大
沢
重

能
)
に
代
銭
を
下
行
し
、
山
科
郷
か
ら
買
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
わ
ざ
わ
ざ
米
を
買
わ
せ
て
年
貢
と
し
て
出
さ
せ
た
こ
と
も

あ
り
寸
北
方
土
貢
買
収
不
三

k
、
六
俵
到
、
日
が
こ
ー
を
一
下
し
て
、
る
。
買
米
の
理
由
と
し
て
脇
田
晴
子
氏
は
現
地
と
洛
中
と
の
価
格

E

五
貫
文
、

L

j

u

制

差
、
年
貢
米
と
し
て
の
関
銭
免
除
等
の
利
点
を
あ
げ
ら
れ
て
い
か
。
し
か
し
山
科
の
場
合
こ
の
米
価
変
動
の
激
し
き
は
、
洛
中
米
商

人
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
な
お
米
納
が
求
め
ら
れ
た
の
は
、
荘
園
領
主
の
自

家
消
費
分
充
足
の
た
め
の
現
米
要
求
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

山
科
以
外
の
諸
荘
園
か
ら
は
表
三
の
よ
う
な
貢
納
物
が
上
っ
て
き
て
い
る
。
米
が
現
物
で
賞
納
さ
れ
て
く
る
の
は
小
塩
保
、
鳥
羽

庄
、
七
条
、
細
川
庄
、
草
子
郷
、
久
得
郷
ま
で
で
、
そ
れ
以
遠
の
荘
園
で
は
代
銭
納
で
あ
る
。
米
納
荘
園
の
中
で
も
、
細
川
庄
、
革

手
郷
、
久
得
郷
は
米
・
代
銭
併
納
で
あ
り
、
各
荘
園
か
ら
は
こ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
特
産
物
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
夫
役
の
残

存
も
み
ら
れ
、
河
内
、
紀
伊
、
播
磨
、
美
濃
の
畿
内
・
近
国
荘
園
か
ら
人
夫
が
出
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
地
域
別
に
整
理
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

O
洛
中
と
そ
の
周
辺
荘
園
:
:
:
米
、
特
産
物
、
節
供
物

O
畿
内
・
近
国
荘
園
:
:
:
米
、
代
銭
、
人
夫
、
特
産
物

O
遠
方
荘
園
:
:
:
代
銭
、
特
産
物

種
々
の
現
物
、
米
の
貢
納
が
広
汎
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
洛
中
で
買
う
よ
り
良
質
・
廉
価
な
も
の
が
得
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、

荘
園
領
主
側
の
現
物
要
求
が
、
現
地
側
の
代
銭
納
要
求
を
圧
倒
し
て
強
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

貢
納
物
と
は
別
に
、
美
濃
か
ら
は
多
量
の
買
米
、
買
大
豆
が
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
応
永
十
五
年
十
了
十
二
月
に
買

米
二
十
三
駄
(
四
十
六
俵

1
三
斗
入
と
し
て
十
三
石
八
斗
)
、
買
大
豆
二
駄
(
四
俵
)
が
、
二
回
に
分
け
て
到
来
し
て
い
る
。
い
っ

ぽ
う
細
川
庄
か
ら
の
年
貢
米
は
「
駄
賃
土
貢
L

と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
駄
貨
を
払
っ
て
現
米
を
運
ば
せ
た
の
で
あ
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る
。
山
科
・
美
濃
か
ら
の
買
米
と
い
い
、
播
磨
か
ら
の
年
貢
米
搬
送
と
い
い
、
美
濃
・
播
磨
か
ら
で
も
取
り
寄
せ
た
方
が
、
駄
貨
を

加
え
て
も
洛
中
で
買
う
よ
り
安
く
つ
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
、
っ
。
そ
れ
以
上
に
、
米
商
人
の
横
暴
に
よ
っ
て
米
価
高
騰
と
飢

鐙
さ
え
招
来
し
て
い
る
当
時
の
洛
中
に
あ
っ
て
は
、
現
米
確
保
は
切
実
な
要
求
で
あ
っ
た
。

山
科
家
の
京
都
H

マ
チ
。
に
於
け
る
収
益
に
は
、
夏
冬
二
期
の
地
子
銭
が
あ
る
。
地
子
徴
収
地
域
は
中
御
門
、
五
条
烏
丸
東
頬
、

近
衛
、
坊
城
で
あ
り
、
山
科
家
の
青
侍
資
輿
・
源
阿
ら
が
奉
行
と
し
て
徴
収
に
あ
た
り
、
徴
収
額
の
一
割
程
度
の
手
当
を
も
ら
っ
て

い
る
。
応
永
十
四
年
に
は
合
計
七
貫
八
二
二
文
、
十
五
年
に
は
九
貫
八
七

O
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

表
一
、
表
二
と
地
子
銭
を
加
え
る
と
、
山
科
家
の
年
間
米
収
納
高
は
応
永
十
四
年
の
場
合
五
十
八
石
田
斗
五
升
四
勺
九
才
、
料
足

六
一
九
貫
九
三
二
文
、
応
永
十
五
年
度
は
二
十
九
石
七
斗
五
升
、
料
足
三
六
一
貫
六
九
三
文
と
な
り
、
米
の
納
入
が
少
な
い
応
永
十

五
年
に
は
山
科
と
美
濃
で
買
米
を
し
て
補
い
、
年
間
を
通
じ
て
四
五

l
l六
O
石
程
度
の
米
が
手
元
に
残
る
よ
、
7
配
慮
し
て
い
る
。

米
の
他
、
大
豆
、
茶
等
必
需
食
料
品
で
、
荘
園
で
調
達
で
き
る
も
の
は
購
入
し
て
、
庄
園
か
ら
の
年
貢
収
納
の
減
少
を
補
っ
て
い
る
。

山
科
郷
か
ら
は
主
と
し
て
米
が
、
そ
の
他
の
荘
園
か
ら
は
主
と
し
て
代
銭
が
貢
納
さ
れ
て
お
り
、
自
家
消
費
米
調
達
の
た
め
ま
ず
年

貢
米
と
し
て
徴
収
し
(
山
科
郷
・
細
川
庄
)
、
し
か
る
の
ち
不
足
分
を
買
米
(
山
科
郷
・
革
手
郷
)
で
補
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

室町期の荘園領主と農民

例

制

荘
園
か
ら
の
年
貢
収
入
以
外
に
、
山
科
家
が
内
蔵
寮
を
管
掌
す
る
関
係
で
、
寮
領
、
率
分
課
役
、
供
御
人
・
商
人
謀
役
が
山
科
家

の
得
分
と
な
っ
て
い
る
。

川
川

倒
率
分
関
収
入
は
、
応
永
段
階
で
は
丹
波
口
(
北
向
分
口
・
西
日
)
率
分
課
ー
が
月
五
百
文
、
河
内
国
楠
葉
川
上
率
分
関
が
月
五
貫

文
、
長
坂
口
が
二
貫
五
百
文
で
、
他
に
四
宮
河
原
(
東
日
)
関
収
入
が
あ
っ
た
。
こ
の
額
は
た
て
ま
え
で
あ
っ
て
、
実
際
の
収
納
は

楠
葉
聞
の
場
合
応
永
十
五
年
に
は
三
十
三
貫
五
百
文
し
か
到
来
し
て
い
な
い
。
味
曽
課
役
は
応
永
十
四
年
に
二
貫
三
三
文
、
十
五
年

に
壱
貫
五
八
二
文
、
十
七
年
に
八
三

O
文
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
二
月
に
山
科
家
の
中
間
二
人
が
巡
人
(
廻
人
と
も
い
う
)
と
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な
っ
て
徴
集
し
て
廻
つ
刷
。
応
永
十
七
年
に
は
味
曲
目
公
事
警
~
い
の
在
所
四
カ
所
に
北
山
院
(
女
院
)

ω
 

ヵ
所
か
ら
収
納
し
て
い
る
。
公
事
銭
徴
収
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。

御
服
月
宛
は
、
山
科
家
が
内
蔵
頭
を
世
襲
す
る
た
め
、
内
蔵
寮
御
服
所
に
下
行
さ
れ
た
月
宛
を
受
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
応
永
十

四
年
の
場
合
、
毎
月
四
日
か
ら
十
七
日
の
聞
に
三
十
貫
文
ず
つ
現
銭
と
割
符
で
確
実
に
下
行
さ
れ
て
お
り
、
反
対
に
禁
裏
へ
は
、
袴

(
二
月
)
、
御
服
二
、
袷
御
服
一
(
三
月
)
、
御
小
袖
御
服
各
一
(
四
月
、
五
月
)
、
御
小
袖
御
服
四
(
六
月
)
、
御
大
口
、
御
引
直
衣
、

御
引
倍
幾
、
御
小
袖
二
(
七
月
)
、
御
小
袖
二
(
八
月
)
、
御
更
衣
御
直
衣
、
御
衣
、
御
帯
、
差
子
糸
、
御
小
袖
御
服
四
(
十
月
)
、

御
服
御
下
襲
、
御
小
袖
御
服
四
(
十
一
月
)
、
御
服
二
、
御
小
袖
御
服
三
(
十
二
月
)
と
、
毎
月
御
服
を
進
上
し
て
い
る
。
ま
た
毎

幼

年
四
月
に
は
、
賀
茂
祭
用
途
と
し
て
十
貫
五
百
文
が
近
衛
使
、
典
侍
な
ど
の
禄
に
下
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
北
山
殿
や
新

ω

同

州

側

御
所
(
義
持
)
、
北
山
女
院
か
ら
も
、
正
月
御
調
進
御
服
や
御
大
口
、
五
依
等
を
縫
進
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
料
足
が
下

さ
れ
て
い
る
。
応
永
十
五
年
の
北
山
院
北
山
第
行
幸
の
際
の
上
童
装
束
は
、
高
倉
永
行
と
山
科
教
興
が
五
人
分
ず
つ
調
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
合
計
百
六
十
貫
文
が
下
行
き
れ
、
同
年
の
北
山
第
行
幸
時
の
御
引
出
物
御
服
・
御
引
直
衣
等
に
は
百
八
十

側

貫
文
が
御
殿
所
に
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
官
街
御
服
所
の
幕
府
機
構
化
を
一
不
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
山
科
家
は
こ
れ
ら
の
御
服

川
闘

を
織
手
(
定
禅
、
妙
禅
、
柿
木
尼
等
)
に
料
足
を
下
し
て
織
ら
せ
て
い
る
が
、
織
手
は
御
服
の
種
類
に
よ
り
各
々
専
門
化
し
て
い
た
。

応
永
段
階
の
山
科
家
管
掌
の
供
御
人
・
商
人
に
つ
い
て
は
、
菓
子
と
烏
供
御
人
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
烏
供
御
人
は
「
烏
供
御
人
無

人
之
問
、
歳
末
課
役
等
厳
密
雄
加
問
答
、
駕
輿
庁
方
倍
増
ト
テ
不
致
其
沙
汰
L

と
、
!
四
府
駕
輿
丁
鳴
商
人
の
増
加
に
よ
る
衰
退
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
菓
子
年
貢
に
し
て
も
応
永
十
四
年
十
二
月
に
五
十
疋
の
納
・
入
が
み
ら
れ
る
の
み
で
、
元
弘
三
年
の
「
内
蔵
寮
領
等

目
録
L

作
成
当
時
の
多
様
な
商
人
か
ら
の
謀
役
徴
収
は
見
る
影
も
な
く
壊
れ
去
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
供
御
人
等
商
人
課
役
が
雑
掌

大
沢
氏
や
御
厨
子
所
預
高
橋
氏
の
相
伝
取
得
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
山
科
家
は
そ
の
上
分
の
ご
く
一
部
分
を
得
た
に
す
ぎ
な
い
た
め

と
さ
れ
て
い
る
。

謀
役
、
月
宛
の
合
計
は
年
間
約
四
二

O
|
|三
O
貫
程
と
な
り
、

の
名
で
徴
収
を
迫
り
、

ま
ず
一
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。



応
永
段
階
の
荘
園
領
主
経
済
は
、
荘
園
か
ら
の
収
入
・
地
子
収
入
と
率
分
関
・
課
役
・
月
宛
収
入
を
車
の
両
輪
と
す
る
形
を
と
っ

て
い
た
が
、
年
ご
と
の
納
入
額
が
大
き
く
変
動
し
て
荘
園
か
ら
の
貢
納
上
進
系
統
は
破
綻
の
様
相
を
見
せ
は
じ
め
て
お
り
、
現
物
の

納
入
が
困
難
に
な
る
た
め
駄
貨
を
払
っ
て
貢
納
さ
せ
た
り
、
買
米
、
買
大
豆
な
ど
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
く
る
の
で
あ
る
。

室町期の荘匡部員主と農民

次
に
山
科
を
は
じ
め
諸
荘
園
、
関
等
の
支
配
機
構
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

山
科
東
庄
、
備
前
帽
都
庄
下
村
は
家
司
で
あ
り
奉
行
を
つ
と
め
る
大
沢
氏
(
重
長
、
重
能
)
が
代
官
で
あ
り
、
美
濃
諸
庄
も
大
沢

氏
の
責
任
下
に
あ
っ
た
。
下
揖
保
庄
は
奉
行
資
裁
の
代
官
請
(
奉
行
得
分
は
五
分
の
二
、
水
田
郷
は
相
国
寺
祁
副
寺
(
一
承
郁
)
|

i
退
蔵
庵
(
本
逮
)
|
|
盛
都
開
(
日
日
盛
)
の
い
皆
部
郷
は
退
蔵
庵
(
本
選
)
の
議
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
皆
部
郷
へ
は
、
山
科
家

の
中
聞
が
下
向
し
て
現
状
の
把
握
に
努
肋
て
い
る
。
信
濃
五
ケ
庄
、
河
保
御
厨
も
請
所
で
あ
り
、
後
者
は
年
間
五
貫
文
の
請
切
で
、

前
年
の
十
一
月
に
来
年
功
が
届
い
て
い
る
。
細
川
庄
で
は
北
川
親
長
が
代
官
と
な
る
に
と
を
、
応
永
十
五
年
九
月
沙
汰
人
・
名
主
・

百
姓
が
了
承
し
て
い
る
。
鳥
羽
庄
は
下
町
(
給
分
五
斗
)
か
ら
年
貢
が
送
ら
れ
て
お
り
、
四
宮
河
原
率
分
所
で
は
奉
行
仲
沢
入
道
行

仰

靖
の
市
に
沙
汰
人
二
人
が
置
か
れ
て
い
た
。
今
西
宮
・
楠
葉
率
分
所
も
代
官
詰
切
で
あ
っ
た
。
五
条
地
子
は
青
侍
源
阿
に
給
付
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
荘
園
の
代
官
ク
ラ
ス
に
は
、
山
科
家
か
ら
奉
行
が
下
向
す
る
場
合
と
、
現
地
の
荘
官
を
任
用
す
る
場
合
と
、

相
国
寺
寺
僧
に
収
納
を
任
せ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
山
科
を
除
い
て
年
貢
は
代
官
請
と
な
っ
て
お
り
、
山
科
家
の
収

益
は
代
官
層
に
左
右
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
山
科
の
西
山
供
僧
回
、
細
川
庄
な
ど
で
は
内
検
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
家
司
支
配
の
荘
園
で
は
年
貢
収
納
の
た
め
の
下
地
把
握
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
大
沢
「
(
涼
)

い
っ
ぽ
う
山
斜
家
の
家
札
を
み
る
と
、
青
侍
と
し
て
資
親
、
重
能
、
清
幸
、
資
輿
、
霊
長
、
資
能
、
香
一
一
定
、
清
能
、
知
能
、
源
阿
、
盛

側

、
水
為
秋
が
お
り
彼
ら
が
荘
園
の
奉
行
と
し
て
下
向
す
る
層
で
あ
っ
た
。
中
間
に
は
刑
部
、
左
近
次
郎
、
藤
五
、
刑
部
二
郎
、
菊

鶴
丸
、
弥
三
郎
ら
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
複
数
の
女
中
、
輿
昇
が
い
た
。
青
侍
に
は
、
大
沢
重
能
の
よ
う
に
中
聞
を
も
つ
も
の
も
い
た
。
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地
方
荘
園
に
お
け
る
守
護
、
国
人
の
動
向
は
、
美
濃
で
は
守
護
土
岐
氏
が
尼
寺
荘
久
得
郷
、
革
手
郷
へ
附
催
促
・
賦
課
を
免
除
す

る
こ
と
が
多
く
、
応
永
十
五
年
の
如
く
人
夫
を
課
す
に
あ
た
り
山
科
家
の
了
解
を
求
め
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
非
常
に
友
好
的
で
あ

っ
た
。
備
中
水
田
郷
は
地
頭
方
と
領
家
方
に
二
分
さ
れ
て
い
た
が
、
守
護
細
川
頼
重
が
地
頭
職
を
望
み
、
応
永
十
五
年
七
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
山
科
家
は
日
野
氏
を
通
し
て
義
持
を
動
か
し
、
細
川
満
元
か
ら
細
川
頼
重
の
地
頭
職
競
望
を
止
め
さ
せ
て
い
る
。
し

か
る
に
十
一
月
廿
六
日
領
家
方
へ
右
京
大
夫
(
満
一
万

γ
の
使
者
河
村
入
道
が
入
部
し
て
緊
迫
し
た
が
、
十
二
月
に
寺
家
(
退
蔵
庵
)

知
行
相
違
あ
る
べ
か
ら
ず
と
の
満
元
の
折
氏
巾
が
出
さ
れ
、
一
応
の
結
着
を
み
て
い
る
。
応
永
十
四
年
九
月
、
細
川
庄
反
銭
の
事
に
つ

側

い
て
資
親
が
播
磨
守
護
赤
松
方
へ
行
っ
て
い
る
の
は
、
守
護
反
銭
賦
課
が
問
題
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
山
城
守
護
高
師
英
に
対

し
て
も
、
長
岡
庄
の
百
姓
等
に
頼
ま
れ
て
山
科
家
は
守
護
か
ら
の
課
役
・
夫
役
を
止
め
る
よ
う
尽
力
し
て
い
る
。
近
江
市
子
庄
は
「

家
領
し
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
貢
納
物
な
ど
の
な
い
事
か
ら
み
て
、
当
時
す
で
に
山
科
家
の
支
配
の
及
ば
な
い
庄
園
で
あ
っ
た
と

側

み
ら
れ
る
が
、
応
永
十
直
年
守
護
が
半
済
と
称
し
て
使
を
入
れ
て
い
る
。
山
科
教
遠
の
所
領
飛
騨
国
石
浦
・
岡
本
も
、
国
人
が
押
領

す
る
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
方
荘
園
で
地
頭
職
を
望
み
、
反
銭
を
か
け
、
半
済
と
称
し
て
入
部
す
る
な
ど
、
守
護
か

ら
の
侵
攻
と
国
人
の
押
領
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
山
科
家
の
朝
廷
、
幕
府
へ
の
訴
え
と
努
力
が
効
を
奏
し
、
所
領
の
安
泰

が
一
応
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
応
永
期
に
室
町
幕
府
体
制
の
基
礎
は
ま
だ
ゆ
る
ぎ
な
く
存
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

四

山
科
家
は
高
利
貸
寺
庵
、
土
倉
よ
り
少
な
か
ら
ぬ
額
を
借
用
し
て
い
る
。
応
永
十
二
年
i
|
|
十
六
年
分
を
ま
と
め
た
の
が
表
四

で
あ
る
。
応
永
十
二
年
に
は
も
っ
ぱ
ら
土
倉
を
利
用
し
て
い
た
が
、
十
四
年
以
後
は
相
国
寺
寺
僧
か
ら
の
借
銭
に
切
替
る
。
相
国
寺

寺
僧
は
家
領
地
方
荘
園
の
代
官
を
兼
ね
て
い
る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
相
国
寺
寺
僧
の
う
ち
代
官
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
す
べ

て
こ
の
銭
主
と
一
致
す
る
か
ら
、
借
用
し
て
返
済
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
代
官
職
に
補
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付

け
る
の
は
、
応
永
十
五
年
十
一
月
晦
日
付
の
借
書
で
あ
る
。
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合
或
拾
貫
文
者

右
件
の
御
用
途
ハ
、
毎
月
賞
文
別
ニ
四
十
文
あ
て
の
加
利
分
、
明
年
二
月
中
に
は
ん
り
と
も
返
申
候
へ
く
候
、
も
し
ふ
さ
た
の
事
候
ハ
温
、
備
中
国
水

田
郷
御
年
貢
の
到
来
候
ハ
ん
と
き
、
本
利
相
当
の
程
と
ら
れ
申
候
へ
く
候
、
い
つ
れ
の
在
所
に
で
も
、
御
管
領
内
相
当
候
ハ
ん
程
押
と
ら
れ
・
甲
候
へ
く

候
、
主
ハ
時
更
一
言
子
細
を
不
可
申
候
・
:

応
永
十
五
年
十
一
月
品
川
日
美
作
入
道
普
親
奉

室町期の荘筒領主と農民

年
貢
到
来
時
に
そ
の
分
を
引
当
て
に
返
済
す
る
事
を
約
し
て
お
り
、
こ
め
場
合
は
若
無
く
返
済
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
事
態
が
進
め

ば
年
貢
の
収
納
権
自
体
が
高
利
貸
の
手
に
渡
る
こ
と
は
当
然
予
測
さ
れ
る
。

応
永
十
七
年
二
月
廿
四
日
の
条
に
は
、

一
、
裏
松
殿
ヨ
リ
盛
都
間
契
約
所
領
備
前
回
一
一
昨
都
庄
青
蓮
院
門
跡
領
云
々
、
一
一
一
百
貫
之
地
、
伝
聞
也
、

(
重
光
)

と
あ
り
、
日
野
家
が
三
百
貫
も
の
所
領
を
相
国
寺
盛
都
聞
に
契
約
し
た
の
は
、
盛
都
聞
の
代
官
と
し
て
の
才
能
を
見
込
ん
だ
と
い
う

よ
り
、
背
後
に
貸
借
関
係
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

新
田
英
治
氏
の
万
里
小
路
家
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
借
金
の
返
済
は
翌
年
の
特
定
荘
関
年
貢
の
う
ち
か
ら
代
官
が
直
接
銭
主
に
行
う

聞

と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
山
科
家
領
の
場
合
に
は
事
態
が
一
層
進
ん
で
、
銭
主
が
代
官
に
な
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た
。
正
親
町

三
条
公
雅
が
義
持
拝
賀
に
出
仕
の
費
用
一

O
貫
文
を
山
科
家
か
ら
転
借
し
た
よ
う
に
、
一
般
に
公
家
層
の
財
政
逗
迫
、
土
倉
の
利
用
、

相
国
寺
寺
僧
へ
の
依
存
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
よ
う
や
く
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

五

次
に
家
領
の
農
民
と
農
民
闘
争
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

山
科
東
庄
で
の
農
民
の
階
層
構
成
は
前
稿
で
述
べ
た
通
り
、
お
と
な
と
地
下
の
者
の
ニ
層
と
考
え
ら
れ
、
応
永
段
階
で
も
基
本
的

に
は
変
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
応
永
十
三
年
間
六
月
十
四
日
、
若
竹
等
壁
下
地
料
を
山
科
地
下
の
輩
か
ら
徴
し
た
時
、
竹
鼻
蔵
人
が
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七
十
味
、
竹
鼻
掃
部
が
百
五
十
本
、
徳
間
ミ
が
百
本
進
上
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
竹
鼻
蔵
人
は
こ
の
年
の
正
月
に
山
科
家
に
参
賀
し

て
い
る
。
彼
ら
は
お
と
な
層
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
地
下
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
二
日
後
大
宅
里
の
左
近

入
道
、
右
近
亮
、
五
郎
二
郎
が
各
々
一
荷
ず
つ
竹
を
進
上
し
て
い
る
が
、
彼
ら
を
指
す
も
納
と
考
え
て
よ
ゆ
ろ
う
。

的
附

w

h

仇

wv

応
永
段
階
の
山
科
東
庄
の
農
民
の
要
求
は
、
草
料
足
を
閤
月
に
は
出
さ
な
い
と
い
う
も
の
、
損
亡
の
申
出
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
庄
家

側

側

i
 

一
挟
椴
階
の
斗
争
で
あ
っ
た
。
地
坊
の
荘
園
で
も
、
細
川
庄
で
の
代
官
排
斥
の
逃
散
、
損
亡
に
つ
い
て
の
轍
訴
、
下
損
保
庄
で
の
損

免
要
求
、
鳥
羽
庄
百
姓
二
人
の
逐
電
等
に
す
ぎ
ず
、
庄
家
の
一
段
の
性
格
を
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
要
求
も
、
細

川
庄
の
損
免
要
求
に
対
し
、
山
科
家
は
不
許
可
の
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
山
科
の
草
料
足
不
納
の
主
張
に
も
、
先
々
閏
月
に
は
沙
汰

し
た
と
し
て
、
百
姓
の
好
曲
を
責
伏
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
応
永
段
階
は
領
主
権
力
が
ま
だ
農
民
の
力
を
圧
倒
し
て
い
る
段
階
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

い
っ
ぽ
う
、
山
科
家
領
も
一
部
存
在
す
る
京
都
都
市
民
の
闘
争
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
多
様
に
な
っ
て
い
も
が
、
応
永
期
に
は

数
少
い
。
応
永
十
四
年
叶
二
月
の
北
小
路
今
出
河
樗
の
蔵
の
質
物
取
出
し
、
十
六
年
四
月
の
今
出
河
在
家
の
放
火
、
周
年
同
月
勘
解

向

υ

由
小
路
室
町
酒
屋
の
放
火
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
都
市
民
の
土
倉
放
火
・
襲
撃
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

り
、
土
一
撲
が
顕
在
化
す
る
前
の
段
階
に
、
こ
の
よ
う
な
散
発
的
な
土
倉
の
偲
別
襲
撃
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

十
回
世
紀
後
半
の
応
仁
文
明
の
乱
を
境
と
し
て
、
山
科
家
領
は
山
科
の
所
領
以
外
は
守
護
、
国
人
層
の
侵
略
に
よ
り
顛
倒
し
て
し

宇
品
、

7
0

(
守
護
)

所
々
の
家
領
ま
さ
し
く
い
つ
れ
の
所
ニ
て
も
候
へ
、
一
所
わ
つ
ら
ひ
な
き
所
も
な
く
て
こ
と
/
¥
く
し
ゅ
こ
い
ら
む
に
よ
り
候
て
む
そ
く
仕
候

荘
咽
の
支
配
権
や
供
御
人
統
制
が
家
司
層
の
も
の
に
移
行
し
、
彼
ら
か
ら
山
科
家
は
わ
ず
か
な
上
分
銭
を
徴
収
す
る
だ
け
に
な
っ
て

仰

い
る
。
文
明
十
二
年
の
不
知
行
目
録
に
よ
れ
ば
、
美
濃
・
遠
江
・
信
濃
・
河
内
・
播
磨
等
の
各
荘
園
と
洛
中
団
地
、
山
科
で
も
東
庄
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以
外
は
不
知
行
で
あ
っ
た
。

室
町
期
の
山
科
家
は
年
間
壱
千
貫
位
の
収
入
を
荘
園
、
率
分
関
、
月
宛
等
に
よ
り
得
て
い
た
が
、
こ
れ
は
幕
府
の
保
障
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
保
た
れ
て
い
た
額
で
あ
っ
た
。
守
護
、
国
人
層
の
荘
園
侵
攻
と
高
利
貸
資
本
へ
の
依
存
は
、
応
仁
以
後
収
入
の
激
減
と
い

う
事
態
を
招
来
す
る
。
応
仁
以
後
の
公
家
領
荘
園
の
実
態
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
乱
を
契
機
と
す
る
荘
園
領
主
層
の
衰
亡

は
永
禄
十
二
年
山
科
家
が
京
都
諸
国
内
蔵
寮
領
率
分
と
山
科
東
庄
・
西
庄
以
外
は
「
八
十
年
以
来
不
知
行
L

と
称
し
て
い
か
の
に
端

的
に
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

註ti
 

(5) (4) (3) (2) 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
研
究
史
を
整
理
さ
れ
た
の
が
永
原
慶
二
氏
寸
大
名
領
国
制
の
史
的
位
置
|
|
中
世
l
近
世
移
行
期
把
握
の
た
め
の
覚
書
L

(
歴
史
評
論
三

O
O号
)
で
あ
る
。

『
戦
国
期
の
室
町
幕
府
』

藤
木
久
志
氏
『
戦
国
社
会
史
論
』

『
史
料
纂
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

山
科
家
領
に
つ
い
て
は
、
内
蔵
寮
領
(
料
国
、
寮
領
)
の
う
ち
、
管
轄
下
の
供
御
人
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
た
小
野
晃
嗣
氏
寸
内
蔵
寮
経
済
と
供
御

人
L

(

史
学
雑
誌
四
十
九
の
八
・
九
)
、
山
科
一
言
継
の
公
生
活
・
私
生
活
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
奥
野
高
広
氏
ヨ
一
言
継
卿
記
|
|
転
換
期
の
貴
族
生
活

l
|
|
』
、
南
北
朝
|
|
戦
国
期
の
荘
園
領
主
の
商
品
経
済
へ
の
接
触
と
寮
領
特
に
供
御
人
支
配
の
実
態
を
検
証
き
れ
た
脇
田
晴
子
氏
『
日
本
中
世

商
業
発
達
史
の
研
究
』
第
四
章
第
二
節
、
第
五
章
第
一
節
等
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。

奥
野
氏
前
掲
書
。

司
教
一
言
卿
記
』
応
永
十
四
年
二
月
廿
七
日
の
条
。
以
下
特
に
記
す
も
の
以
外
は
す
べ
て
教
一
言
卿
記
で
あ
る
。

応
永
十
六
年
四
月
四
日
、
七
日
の
条
。

応
永
十
三
年
十
一
月
廿
六
日
の
条
。

応
永
十
四
年
十
月
廿
三
日
の
条
。

応
永
十
三
年
の
場
合
は
、
十
一
月
に
九
月
草
料
足
九
十
文
が
到
来
し
て
い
る
。

例
え
ば
応
永
十
五
年
正
月
十
四
日
の
条
。
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(1功(18)(17) (16) (1由(14)(13) (35) (34) (3訪問 (31)(30)側側(扮 (26)(25) (24)白訪問自J)側

応
永
十
三
年
十
月
廿
八
日
、
十
一
月
四
日
の
条
。

応
永
十
三
年
十
一
月
廿
四
日
の
条
。

応
永
十
五
年
十
二
月
十
六
日
の
条
。

応
.
永
十
三
年
十
月
十
九
日
の
条
。

応
永
十
三
年
十
一
月
四
日
の
条
。

脇
田
晴
子
氏
前
掲
書
一
三
七
頁
。

米
価
の
低
い
応
永
十
五
年
で
も
山
科
か
ら
の
異
米
の
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
三
石
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
の
美
濃
、
播
磨
か
ら
の
米
綴

送
と
は
意
味
が
異
な
る
と
恩
わ
れ
る
。

此
ロ
部
郷
の
代
銭
の
中
か
ら
機
燭
を
実
っ
て
現
地
代
官
か
ら
送
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
応
永
十
五
年
十
二
月
サ
七
日
の
条
等
)
。

十
一
月
廿
八
日
、
十
二
月
十
四
日
の
条
。

応
永
十
六
年
十
一
月
廿
七
日
の
条
等
。

豊
田
武
氏
『
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
日

応
永
十
五
年
十
二
月
略
目
の
条
。

内
蔵
頭
を
世
襲
し
、
御
厨
子
所
別
当
を
兼
任
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
野
氏
前
掲
論
文
参
照
。

応
永
段
階
の
寮
領
と
し
て
は
河
内
国
河
俣
御
厨
だ
け
で
あ
り
、
註
闘
に
4

記
し
た
理
由
で
荘
箇
と
し
て
扱
っ
た
。

応
永
十
四
年
六
月
三
日
の
条
。

応
永
十
四
年
九
月
十
七
日
の
条
。

応
永
十
六
年
間
三
月
十
一
日
の
条
。

応
永
十
六
年
二
月
時
昨
日
の
条
等
。

応
永
十
七
年
二
月
六
日
の
条
等
。

応
永
十
七
年
三
月
八
日
の
条
。

応
永
十
四
年
四
月
廿
四
日
の
条
等
。

応
永
十
四
年
四
月
十
九
日
の
条
。

応
永
十
四
年
八
月
四
日
の
条
。
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同臼3)臼2)臼J)州側 (38)(31)側

応
永
十
四
年
三
月
十
一
日
の
条
。

応
永
十
五
年
二
月
七
日
の
条
。

応
永
十
五
年
正
月
廿
一
目
、
廿
八
日
の
条
。

応
永
十
四
年
十
一
月
十
五
日
の
条
等
。

応
永
十
四
年
正
月
十
七
日
の
条
。

応
永
十
四
年
十
二
月
晦
日
の
条
。

小
野
氏
、
脇
田
氏
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

註
倒
参
照
。

東
庄
に
つ
い
て
は
応
永
十
三
年
二
月
サ
八
日
の
条
、
居
都
庄
下
村
に
つ
い
て
は
同
年
六
月
廿
七
日
の
条
等
。
美
濃
は
大
沢
重
能
が
結
解
状
を
進
上

し
て
い
る
(
応
永
十
周
年
三
月
廿
六
日
の
条
)
。

応
永
十
四
年
六
月
廿
七
日
の
条
。

応
永
十
五
年
十
一
月
十
五
日
の
条
。

応
永
十
五
年
九
月
廿
日
の
条
。

応
永
十
三
年
十
月
七
日
の
条
。

応
永
十
三
年
三
月
十
二
日
、
四
月
八
白
の
条
。

今
西
宮
に
つ
い
て
は
応
永
十
五
年
十
月
廿
日
の
条
に
「
今
西
宮
謀
役
任
先
々
到
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

応
永
十
三
年
二
月
廿
九
日
の
条
。

応
永
十
二
年
十
二
月
十
四
日
、
十
三
年
九
月
六
日
、
十
四
年
九
月
十
一
日
の
条
。

応
永
十
二
年
十
二
月
十
一
日
の
条
。

応
永
十
三
年
三
月
九
日
の
条
。

応
永
十
四
年
二
月
廿
二
日
の
条
。

応
永
十
五
年
二
月
三
日
の
条
。

応
永
十
五
年
十
二
月
十
一
日
の
条
。

応
永
十
四
年
九
月
八
日
の
条
。
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応
永
十
三
年
五
月
七
日
、
十
四
年
十
月
廿
一
日
の
条
。

応
永
十
五
年
七
月
廿
六
日
の
条
。

応
永
十
三
年
七
月
五
日
の
条
。

寸
室
町
時
代
の
公
家
領
に
お
け
る
代
官
請
負
に
関
す
る
一
考
察
L

(

『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
中
世
編
』
所
収
)

0

応
永
十
四
年
七
月
十
八
日
の
条
。
そ
の
借
入
先
は
や
は
り
相
国
寺
郁
副
寺
で
あ
っ
た
(
応
永
十
四
年
十
二
月
朔
日
の
条
)
。
ま
た
、
花
山
院
忠
定
が

自
家
修
理
の
た
め
北
山
殿
か
ら
一
万
五
千
疋
を
遣
さ
れ
た
時
の
喜
び
ょ
う
は
「
花
喜
悦
之
至
、
定
不
知
手
足
之
舞
踏
欺
L

と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、

公
家
層
の
窮
乏
化
を
一
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

拙
稿
「
徳
政
一
撲
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
所
収
)
。

応
永
十
三
年
正
月
廿
二
日
の
条
。

応
永
十
三
年
七
月
六
日
の
条
。

応
永
十
三
年
九
月
十
七
日
の
条
。

応
永
十
二
年
十
一
月
十
七
日
の
条
。

応
永
十
二
年
十
二
月
八
日
の
条
。

応
永
十
四
年
十
月
二
日
の
条
。

応
永
十
四
年
十
月
廿
三
日
の
条
。

応
永
十
四
年
十
二
月
三
日
の
条
。

応
永
十
六
年
四
月
十
六
日
の
条
。

応
永
十
六
年
四
月
十
九
日
の
条
。

『
山
科
家
礼
記
』
文
明
二
年
八
月
十
九
日
の
条
。

『
一
言
国
卿
記
』
文
明
十
年
九
月
十
四
日
の
条
。

『
山
科
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
十
一
月
十
五
日
の
条
。

『
一
言
継
卿
記
』
永
禄
十
二
年
三
月
一
一
百
の
条
。
率
分
も
寸
自
去
年
九
月
不
知
行
L

、
東
庄
、
西
庄
も
寸
白
天
文
十
七
年
武
家
御
押
領
一
山
一
一
石
一
純
一
ー

と
さ
れ
て
い
る
。
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